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画

快適に
暮らすまち

Ⅰ

１ 北陸新幹線の早期全線開業を目指す 公共交通の利用を促進する ＩＣＴを活用して公共交通の利便性を高める

地域拠点の機能充実を図り、公共交通利用者の利便性向上を図る

県都にふわさしい魅力あるまちをつくる にぎわいの創出のための仕掛け、仕組みをつくる

うるおいと個性あるまちをつくる

4

２

１

３

２

強靭な社会基盤を構築する 安全で快適な生活環境を保全する

安全で安心な上下水道のサービスを提供する

１

３

２

１

２

３

公共交通を利用して様々な人が便利に行き来できる
スマートなまちをつくる

まちなかの充実した都市機能により、
にぎわいと交流のあふれる心弾むまちをつくる

強靱な社会基盤と安全で快適な生活環境が
整ったまちをつくる

３

住みよい
まち

Ⅱ

離れていても福井とつながる人口の対流を創出する ライフステージに応じた人材還流を促進する

地域の資源を活かし、安心して住み続けられる住環境をつくる

地域の活性化や地域コミュニティの維持に取り組む

誰もが活躍できる社会の実現を図る 多文化共生のまちづくりと国際交流を推進する

ボランティアの力を高め市民と行政が力を合わせる協働のまちづくりを進める

環境負荷低減の取組を推進する

環境対策に積極的に取り組む企業を支援育成し、公害や不法投棄のない快適な生活環境を守る

自然や都市環境を守り育て、未来に伝える

市民、市民組織、事業者、行政が共に環境を考え、共に行動できる人づくり・まちづくりを進める

地域の防災力を高める 火災等から人命と財産を守る

地域における防犯力を向上する 安全安心な消費生活を支える 交通安全対策を推進する

生活習慣病予防に取り組むなど生涯にわたる健康づくりを支援する 子どもが健やかに生まれ育つ環境をつくる

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる環境をつくる

障がいや難病等を抱える人が地域で安心して生活できるよう支援する

多様化する福祉課題を包括的に受け止める体制をつくる 公衆衛生の向上や健康管理の強化に取り組む
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２

５

４

５

６

７

８

地域の魅力を発信して人の流れを呼び込み、
持続可能で活気あふれるまちをつくる

誰もが尊重され、それぞれの個性や能力を発揮しながら、
活躍できるまちをつくる

市民の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って
安心して暮らせるまちをつくる

環境にやさしい持続可能なまちをつくる

市民・企業・他自治体等と連携して
災害・事故に強い安全・安心なまちをつくる

活き活きと
働くまち

Ⅲ

スマート農業等新たな時代に対応した農業を推進する ブランド化や販路開拓等新たな可能性にチャレンジする

稼げる林業と、育てる水産業を推進する 農地・農村の環境を守り活性化を図る

１ ２

３ ４

地域の商工業を振興する 創業の促進と事業承継の円滑化を支援する

地元で働く魅力を発信する 多様な人々が活躍できる雇用環境を推進する

１ ２

３ ４

観光資源を磨き上げる 誘客プロモーションを強化する

おもてなしの充実を図る

１ ２

３

９

10

11

未来を切り拓く農林水産業のまちをつくる

新たなチャレンジを後押しし、
活力と魅力あふれる商工業が発展しつづけるまちをつくる

福井の魅力「福いいネ！」を実感できる、
おもてなしの心があふれる観光のまちをつくる

学び成長
するまち

Ⅳ

市民の心を豊かに育む文化芸術を振興する 歴史や文化遺産を保存・継承し活用する

自然科学教育で子どもの夢を育てる

子どもの生きる力を伸ばす学校教育を充実する 子どもの健康増進を図る

子どもの安全を守り、健全な育成を図る 学びの場としての学校環境を整備する

市民の生涯学習を支援する

市民の生涯スポーツを支援する

１

3

2

１

3
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１

2
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13

14

文化や歴史、自然を、郷土の誇りとして未来につなぎ、
個性豊かな魅力あるまちをつくる

健やかで自立心をもって未来を切り拓く子どもを
育むまちをつくる

市民が生涯にわたり、
学習やスポーツに親しめるまちをつくる

第八次福井市総合計画 体系図（素案）

公共交通

中心市街地

生活インフラ

地域活性化

共生・協働

福祉

環境

防災・安全安心

農林水産業

商工業

観光

文化・歴史・自然

学校教育

生涯学習、ｽﾎﾟｰﾂ

【社会基盤】

【市民福祉】

【産業】

【教育】

資料４



④ 地域拠点の機能充実を図り、公共交通利用者の利便性向上を図る

④地域拠点の有効活用

• 日常生活に必要な機能を備えた地域拠点づくりを進めます。

• 持続可能な地域内の移動手段を確保するために、交通事業者と協力した

フィーダー交通の効率的な運用を行います。

① 北陸新幹線の早期全線開業を目指す

①北陸新幹線の早期全線開
業

• 早期全線開業を実現するため、県及び関係団体と連携し、北陸新幹線の建設を

促進します。

②日常の移動手段の確保と、
交通サービスの充実

② 公共交通の利用を促進する

• 利用者の移動ニーズをふまえ、多様な交通手段を利用して快適に移動できる

交通体系を構築します。

• 市民の日常生活に欠かせない重要な移動手段を確保するため、交通事業者に

対して必要な支援を行います。

• 子どもから高齢者まで幅広い世代に、公共交通について「知ってもらって使って

もらう」場や機会を提供します。

• 交通事業者、行政、観光関連企業等が連携して、公共交通の利用促進に取り

組みます。

• 公共交通機関と連携した駐車場及び駐輪場の整備を行うとともに、レンタサイ

クルの利用拡大に取り組みます。

公共交通を利用して様々な人が便利に行き来できる
スマートなまちをつくる

●誰もが利用しやすい公共交通となるよう、地域鉄道及び路線バス等の利便性の向上を図ります。

●市民にとっても観光客にとっても利用しやすい公共交通ネットワークの維持・強化に取り組みます。

北陸新幹線は、地方創生の推進や地域経済の活性化、国土

強靭化に極めて大きな効果をもたらします。そのため、全線開業

を早期に実現することが求められています。

本市の地域交通においては、これまで田原町駅におけるえち

ぜん鉄道及び福井鉄道相互乗り入れや、福井駅西口広場での

交通結節の強化、幹線軸と地域を結ぶフィーダー交通（地域コ

ミュニティバス等）の充実などに取り組んできました。

また、駅利用者の利便性確保に向け駐車場や駐輪場の整備を

行うとともに、回遊性向上のためレンタサイクルの推進に取り組ん

できました。

今後は、並行在来線を含め、市民の日常生活に配慮した交通

サービスの提供や、新しい生活様式の中での公共交通機関の利

用促進、また、新幹線開業に伴う観光・ビジネス客など交流人口

の拡大に対応できる地域交通となるよう、市内の地域拠点を有

効に活用しながら、さらなる利便性の向上を図る必要があります。

現状 課題 施策

③ＩＣＴを活用した利便性の
向上

③ ＩＣＴを活用して公共交通の利便性を高める

• 県や近隣市町と連携して、ＭａａＳの導入などＩＣＴを活用した利便性の向上に取

り組みます。

公共交通に関する政策政策１

分野Ⅰ「快適に暮らすまち」

1



①魅力あふれる空間づくり

① 県都にふわさしい魅力あるまちをつくる

• 民間主体の市街地再開発事業を支援し、市街地のリニューアルを進めます。

• 低未利用地の有効活用や、老朽建築物の更新等により、土地の高度利用を図り

ます。

• 個性的で魅力あるまちづくりを進めるため、まちなかのリノベーションを支援しま

す。

• まちなかを訪れた人が、快適に歩いて楽しめる歩行者空間を創出します。

② にぎわいの創出のための仕掛け、仕組みをつくる

②さらなるにぎわいの創出

• ハピリン等を拠点としたまちなか全体のにぎわい創出に取り組みます。

• 中央公園・ソライロテラスなどの公共空間を活用した民間イベントを支援します。

• 高架下の活用により、福井駅周辺の機能の充実を図ります。

③ うるおいと個性あるまちをつくる

③歴史、水、緑など地域資源
の有効活用

• 福井城址および周辺の資源を活用し、福井城址を中心とした魅力向上を図りま

す。

• まちなかにおける水と緑を活かした魅力ある空間を形成するため、足羽山、足羽

川の資源を活用します。

• 豊富な歴史資源を継承し、魅力と個性のある景観を創出します。

まちなかの充実した都市機能により、
にぎわいと交流のあふれる心弾むまちをつくる

●県都の玄関口として充実した都市機能を活かし、にぎわいあふれるまちづくりを進めます。

●訪れた人が、楽しく歩ける、居心地の良いまちづくりを進めます。

北陸新幹線福井開業を見据え、中心市街地では、民間主体の

まちづくりの機運が高まる中、県都の玄関口としてふさわしい魅

力と風格ある市街地の再整備が進められています。

新たな都市の魅力の創出のため、道路や公園等の公共空間

を活用した新たな仕掛けづくりを行うなど、まちなかを訪れる市

民や観光客、ビジネス客等が心躍るような、にぎわいにあふれる

まちづくりが求められています。

ハピリンやハピテラス等のにぎわい交流拠点を活かしながら、

まちなかの空間整備や民間団体等のまちづくり活動への支援を

行い、さらなるにぎわいと交流の創出を図ることが必要です。

また、まちなかの里山として市民に親しまれている足羽山や、リ

ニューアルした福井市中央公園を、新たな福井の魅力を発信す

る場として、より魅力あるものとしていく必要があります。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅰ「快適に暮らすまち」

中心市街地に関する政策政策２
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強靭な社会基盤と安全で快適な生活環境が
整ったまちをつくる

●市民が安全・安心に生活できるよう、災害に強い社会基盤の整備と、適切な維持管理を行います。

●市民の信頼に応える良好な水環境を保つとともに、安全で安心な水を安定供給します。

頻発する自然災害に備え、市民が安全・安心に暮らせるよう、

道路、河川、下水道等の社会基盤の強靭化と、適切な維持管理

に努めています。

特に、高度経済成長期に整備した施設が更新時期を迎えてい

るため、点検調査を実施し、長寿命化による効率的な更新・維持

管理に取り組んでいるところです。

水道事業では、水需要の増加を前提とした拡張の時代から転

換し、水道水の安定供給を継続する更新・再構築の時代を迎え

ています。中長期的な視点に立った計画的な施設更新と耐震化

を進め、健全で災害に強い水道を整備することが重要となってい

ます。

下水道事業では、未だ汚水処理施設を利用できない未普及

地区の解消や、老朽化に伴う不具合を未然に防ぐための計画的

な改築・更新、さらに効率的で適正な施設の維持管理を行う必

要があります。

現状

①政策

課題 施策

①強靭な社会基盤の構築

① 強靭な社会基盤を構築する

• 道路施設の計画的で効率的な整備・維持管理を行い、安全で快適な環境を確

保します。

• 河川、水路及び下水道施設の計画的な整備・維持管理により、大雨による浸水

被害を軽減します。

• 誰もが安心して暮らせる住環境づくりを進めます。

• 大規模な自然災害発生時において、被害を最小限に抑えることができるよう、

強靭な社会基盤の整備を進めます。

② 安全で快適な生活環境を保全する

②良好な生活環境の保全

• 市民、行政、企業等が連携し、良好な河川環境を保全します。

• 良好な生活環境を保つため、地域とともに公園の整備・維持管理を進めます。

• 空き家除去への支援を行い、適正な管理を促進するとともに、利活用を図ること

で、空き家の発生を抑制します。

③ 安全で安心な上下水道のサービスを提供する

③健全で安定したサービス
の提供

• 水質の適切な管理と、水道施設の計画的な更新及び耐震化を進め、安全で安

心なおいしい水を提供します。

• 公共用水域の水質を保全するため、公共下水道の整備を計画的に進め、下水

道の未普及地区の解消を図ります。

• 下水道の持続的な機能確保のため、計画的に下水道施設の更新や耐震化及

び耐水化を行い、適正な維持管理を図ります。

• 効率的な事業運営と経費節減に努め、収支のバランスを図り、健全で安定的な

経営を行います。

分野Ⅰ「快適に暮らすまち」

生活インフラに関する政策政策３
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地域の魅力を発信して人の流れを呼び込み、
持続可能で活気あふれるまちをつくる

●地域の活性化や将来的なUIターンにつなげるため、関係人口の創出により裾野拡大に取り組みます。

●地域の特色や魅力を発信するとともに、地域資源や空き家の利活用を推進し、移住・定住を促進します。

●地域の自主的なまちづくり事業を推進し、まちの活性化につなげます。

本市ではこれまで人口減少に打ち克つための様々な施策に取

り組むことで、人口減少の進行度合いを緩和してきましたが、歯

止めをかけるまでには至っていません。

将来にわたって本市の活力を維持し、安心で豊かな暮らしを

維持していくためには、県外への若者の転出超過の改善など、引

き続き取り組むべき課題が山積しています。

地域においては、これまで活力ある地域づくりのため、住民主

体のまちづくりを支援し、それぞれの特色を活かした取組や魅力

を発信する事業を推進してきました。

一方で、住民同士のつながりの希薄化が進んだことにより、自

治会未加入世帯が増加しています。また人口減少や少子高齢化

等に伴い、自治会活動の担い手が不足するなど、地域活力の低

下が懸念されています。

北陸新幹線福井開業を弾みとして、さらなる本市への人の流

れづくりや、暮らしやすい、働きがいのある住みよいまちづくりを推

進し、地域活力を強化することが求められています。

現状 課題 施策

①若者の県外流出抑制

① 離れていても福井とつながる人口の対流を創出する

• 多様な形でつながりを持つ関係人口の創出・拡大に取り組み、地域の活性化

や将来的な移住に結びつけます。

• 本市の恵まれた自然環境など地域資源を活かした新しい働き方、暮らし方の提

案などにより、本市と他地域との間で持続的な人口の対流を創出します。

③ 地域の資源を活かし、安心して住み続けられる住環境をつくる

③誰もが安心して住み続け
られる豊かな生活環境の整
備

• UIターン世帯や若年・子育て世帯の暮らしに適した住宅の確保を支援します。

• 空き家の活用を含めた住宅支援により、定住人口の維持に繋げていきます。

• 高齢者や障がい者などが円滑に住宅を確保できるよう支援します。

④ 地域の活性化や地域コミュニティの維持に取り組む

④地域コミュニティの持続と、
特色のあるまちづくりの促
進

• 地域自らが未来の姿を描いた地区ビジョンの実現につながるまちづくり活動を

支援します。

• 人口減少や高齢化が進んでいる中山間地域・過疎地域の集落機能や地域コ

ミュニティの維持活性化を図ります。

• 地域おこし協力隊による地域資源を活用した取組を通じて、地域の活性化を図

りながら、都市部の若者の定住・定着に結びつけます。

分野Ⅱ「住みよいまち」

地域活性化に関する政策政策４

4

② ライフステージに応じた人材還流を促進する

②移住に向けた人の流れの
創出

• 高校生や大学生、社会人など、ライフステージに応じた地元定着やUIターンの

促進に取り組みます。

• 本市の住みよさの情報発信を強化します。

• 移住相談体制の充実や住まいの確保、移住に関する経済的負担の軽減等に取

り組み、本市への人材還流を促進します。



①誰もが個性と能力を発揮
できる社会の推進

① 誰もが活躍できる社会の実現を図る

• 誰もが働きやすい職場環境整備を推進するとともに、仕事と家庭を両立できる

環境づくりを進めます。

• 性別による役割分担意識を解消し、一人ひとりの個性や能力に基づき活躍でき

る社会づくりを推進します。

• 人権教育・啓発に取り組み、一人ひとりの人権が尊重される地域社会の実現を

図ります。

③ ボランティアの力を高め市民と行政が力を合わせる協働のまちづ
くりを進める

③ボランティア活動、市民活
動への参画の促進

• 総合ボランティアセンターを拠点に市民のボランティア活動への関心や意欲を

高め、継続的な活動に繋げるための支援を行います。

• 市民と行政が協力し、役割を担う市民協働を進めます。

② 多文化共生のまちづくりと国際交流を推進する

②多文化共生の促進、国際
交流の推進

• 日本人・外国人の誰もが同様に市民サービスを享受し、安心して暮らせる環境

を整備するとともに、国籍や文化、言語の違いを超えて、相互に理解し合い活躍

できるまちづくりを推進します。

• 姉妹友好都市とのつながりを活かし、教育、文化等での交流を進めるとともに、

市民や団体による国際交流活動を支援することで、市民の国際理解を深め、グ

ローバル化に対応できる人材の育成につなげます。

誰もが尊重され、それぞれの個性や能力を発揮しながら、
活躍できるまちをつくる

●性別や年齢等にとらわれず、一人ひとりの個性や能力を活かし、あらゆる分野での活躍につなげ、

全ての人がともに担う地域社会づくりを推進します。

●様々な国の人たちが手をつなぎ、共に支えあうまちづくりに取り組みます。

誰もが尊重され、地域社会で安心して暮らすことができ、また、

活躍できるまちづくりを進めるためには、相互の価値観や多様性

を認め合える意識づくりが重要です。

本市では、女性の就業率の高さに比べて、女性管理職の割合

は低い状況です。 家庭生活における女性の家事・育児等の負担

が大きいことが、女性のキャリア形成を阻む要因のひとつとなって

います。

近年、本市の在留外国人の数及び人口に占める割合は、いず

れも過去最高を更新しています。特にベトナムやフィリピンなど東

南アジアから、技能実習や留学のために在留する外国人が増加

しています。

市民を含め、様々な国の人たちが安心して支え合えるまちづくり

が求められています。

これまで総合ボランティアセンターを拠点に、市民のボランティ

ア活動や市民活動を総合的に支援し、市民の公益的な活動への

理解と参加促進を図ってきました。今後も市民のボランティアの

力を高め、市民と行政が共に支え合う社会を目指す必要があり

ます。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「住みよいまち」

共生、協働に関する政策政策５
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①生涯にわたる健康づくりへ
の支援や安心して医療を受
けられる医療保険制度の維
持

① 生活習慣病予防に取り組むなど生涯にわたる健康づくりを支援する

• 疾病の早期発見・早期治療に取り組むとともに、正しい食習慣や適度な運動な

ど、健康づくりや生活習慣病予防を推進します。

• 市民の健康を支えるための保健事業を推進し、医療費の適正化を図りながら、

医療保険制度を安定的に運営します。

② 子どもが健やかに生まれ育つ環境をつくる

②妊娠・出産・子育て期まで
の切れ目のない支援の充実

• 成婚に向けた結婚支援策を通じて、結婚への後押しを図ります。

• 安心して出産や子育てができるよう、子育て世代の経済的な負担を軽減します。

• 地域の実情に応じた教育・保育環境の充実を図り、子どもの健やかな成長を支

援します。

• 乳幼児の健やかな成長発達を支援するとともに、支援が必要な母子を早期に

把握し、保健・医療・福祉等の関係機関と連携した切れ目ない支援を行います。

• 児童虐待の未然防止、早期対応に取り組むとともに、ひとり親家庭への支援や

子どもの貧困対策をさらに推進し、子どもの権利擁護を図ります。

③高齢者が健やかにいきい
きと活躍できる体制の構築、
安心して暮らせるサービスの
継続的な提供

③ 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる環
境をつくる

• 医療や介護、介護予防、住まい、生活支援に加えて、認知症施策等、様々な支援

を切れ目なく提供する地域包括ケアを推進します。

• 安定した福祉サービスの提供に向け、介護人材の確保及び施設における災害

や感染症対策に取り組みます。

• 高齢者等がより安心して生活できる社会の実現のため、成年後見制度利用促

進に向けた体制整備に取り組みます。

市民の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って

安心して暮らせるまちをつくる

●誰もが生涯にわたり、心身ともに健康で生きがいを持ち、自立した生活を送れるように市民の健康を守ります。
●子どもの健やかな成長を応援するとともに、子育て世代、高齢者、障がい者等を地域で支えあい、
誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。

本市の人口は１９９５年（平成７年）をピークに減少し続けてお

り、2019年（令和元年）の出生数は2,0００人と過去最少となる

一方で、高齢者数は増加傾向が続き、2042年にピークを迎える

ことが予想されています。

このように人口減少・少子高齢化が進行する中、安心して出

産・子育てができる環境の整備や、高齢者、障がい者等、誰もが

安心して住み慣れた地域で生涯健康に暮らすことができる社会

の構築が求められています。

また、新たな感染症の発生等、保健衛生を取り巻く状況も変化

しています。市民の健康や安全を守るため、一層の取組が求めら

れています。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「住みよいまち」

福祉に関する政策政策６
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⑤ 多様化する福祉課題を包括的に受け止める体制をつくる

⑤ひきこもりや生活困窮などの多様
化する問題に対応するための地域や
各種機関の連携による支援体制の構
築

• 分野をまたぐ複合的な相談等については、各相談支援機関が連携して包括的に受け止め、必要な支援を行います。

• 社会的な孤立を解消するため、必要な情報や支援を提供します。

⑥ 公衆衛生の向上や健康管理の強化に取り組む

⑥感染症への対応や食品の安全性
の確保、救急医療の提供

• 結核やエイズ、新たなウイルス等、様々な感染症の発生やまん延の防止に向けた取組を推進します。

• 飲食店等に対する監視指導等を実施し、食品の安全性の確保を図るとともに、食中毒発生時の迅速かつ適正な対応

に努めます。

• 休日の初期救急医療を提供するため、診療体制の充実を図ります。

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「住みよいまち」

福祉に関する政策政策６

7

④ 障がいや難病等を抱える人が地域で安心して生活できるよう支援する

④障がい者等に対する市民への理解
の浸透や、一人ひとりのニーズに応じ
たきめ細やかな支援

• 適切な障がい福祉サービス等が提供できるよう、支援体制を充実、強化するとともに、障がいや難病を抱える人の状況

やニーズに応じ、自立や社会参加を支援します。

• 障がいのある人もない人も、互いに地域生活を支え合うことができる共生社会の実現を目指し、障がいに対する更な

る理解促進や災害時の支援体制づくりに取り組みます。



③恵まれた自然環境の保全
と、都市部の緑化の推進

③ 自然や都市環境を守り育て、未来に伝える

• 守り伝えたい地域の優れた自然や生き物の保全・再生活動を支援します。

• 市民や市民組織等と協働し、豊かな自然を守るための取組を促進します。

• まちなかの緑化活動を支援します。

① 環境負荷低減の取組を推進する

①環境負荷低減につながる
環境にやさしい生活への転
換

• 資源物及び廃棄物を適正に処理し、市民の生活環境を守ります。

• 再生可能エネルギー設備や省エネルギー機器の普及に加え、自転車の利用な

ど環境負荷の少ない生活（COOL CHOICE FUKUI）を推進します。

• ごみの３Ｒ（リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用））

の取組を促進し、廃棄物の減量に努めます。

• 環境にやさしく、安全で災害に強い「新ごみ処理施設」を整備します。

④ 市民、市民組織、事業者、行政が共に環境を考え、共に行動でき
る人づくり・まちづくりを進める

④環境について考え行動で
きる人材の育成

• 学校や家庭、地域、職場など様々な場で環境学習や啓発を行い、持続可能な社

会の実現に向け、環境について考え自ら行動できる人材を育成します。

• 企業交流会などを開催し、事業者間の連携を深めるとともに、市民、市民組織、

事業者、行政が連携して行う環境活動を活発にします。

② 環境対策に積極的に取り組む企業を支援育成し、公害や不法投棄
のない快適な生活環境を守る

②公害の未然防止や不法投
棄対策など、良好な生活環
境の保全

• 公害の未然防止のため事業者への啓発・指導を行い良好な生活環境を維持し

ます。

• 廃棄物の排出者及び処分事業者への啓発・指導や不法投棄等防止パトロール

の実施などを行うことにより、一般廃棄物・産業廃棄物の適正処理を推進し、快

適な生活環境を保全します。

環境にやさしい持続可能なまちをつくる
●市民、市民組織、事業者、行政が連携し、良好な生活環境を保全するとともに、恵まれた自然環境や、

みどりが豊かで快適な都市環境を守り育てます。

●環境負荷の低減や循環型社会の形成を図り、将来にわたって持続可能なまちづくりを進めます。

本市では、「環境にやさしい持続可能なまち・ふくい」を実現す

るため、ごみの減量化、エネルギーの有効利用、公共交通機関や

自転車利用の推進等による環境負荷の低減、公害の未然防止

等に取り組んでいます。

また、里地・里山の保全や、都市部における緑化に取り組み、

豊かな自然環境や快適な生活環境の保全に努めています。

安定したごみ処理を継続するために、新たなごみ処理施設の

整備に向けて計画的に推進しています。

今後、市民、市民組織、事業者、行政が連携する取組や、環境

にやさしい生活への転換、環境のことを共に考え行動できる人材

を育成していくことがさらに重要となります。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「住みよいまち」

環境に関する政策政策７
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①地域の防災力向上、避難
体制の整備及び企業等との
連携強化

① 地域の防災力を高める

• 国、県、警察、自衛隊等の関係機関や民間事業者との連携及び避難所対策に

取り組み、危機管理体制の強化を図ります。

• 自主防災組織の育成や要配慮者に対する地域での支援体制づくりを進めます。

• 防災担当職員の人材育成や近隣市町との連携強化等を図り、災害対応力を向

上します。

• 火災などの災害や事故に対応できる知識の普及啓発や人材育成を行い、市民

一人ひとりの防災意識の高揚を図ります。

② 火災等から人命と財産を守る

②消防体制及び救急体制の
強化、防火安全対策の推進

• 消防施設の整備と維持管理に取り組み、火災等への対応力をさらに強化します。

• 救急活動能力の向上を図り、救急体制を強化します。

• 住宅の防火安全対策を推進し、防火意識の高揚を図ります。

④ 安全安心な消費生活を支える

④消費者保護の充実、かし
こい消費者の育成

• 高度情報化社会の進展や高齢化社会に対応できるよう、消費生活相談体制の

充実を図ります。

• 幅広い年齢層への学習の場の提供や、消費者トラブルの未然防止に役立つ情

報発信を行い、かしこい消費者の育成を図ります。

③ 地域における防犯力を向上する
③地域における街頭犯罪等
の抑止 • 防犯隊への活動支援を行うことで、各種犯罪の未然防止および市民への防犯

意識の高揚を図り、安全で安心な地域をつくります。

⑤ 交通安全対策を推進する

⑤交通安全対策の推進

• 交通安全推進団体や関係機関と連携して、交通安全の普及に取り組み、交通

マナーの向上や交通安全意識を高めます。

• 高齢者が交通事故の加害者にも被害者にもならないよう、運転免許の自主返

納や反射材の着用など交通安全啓発を進めます。

市民・事業者・他自治体等と連携して
災害・事故に強い安全・安心なまちをつくる

●災害や事故から市民の生命・身体・財産を守るため、市民の防災意識や地域の防災力を高めるとともに、
事業者、団体や他自治体と連携するなど、災害・事故への対応力を強化します。
●防火、防犯、交通安全に対する意識の高揚や啓発を図り、地域住民や関係機関との連携強化により、
くらしに身近な生活安全を守ります。

近年、豪雨や地震等の自然災害が各地で甚大な被害をもたら

しており、災害へのさらなる対応力の強化が求められています。

本市においては、災害から市民の生命、身体、財産を守るため、

地域の防災力の向上や、感染症対策を踏まえた避難所対応体

制の強化などに取り組んでいます。

国は２０１８年（平成30年）7月豪雨を教訓に、住民が自分の

命を守るために最善の避難行動ができるよう、避難勧告等に関

するガイドラインを改定しましたが、今後は、市民への防災意識の

啓発など各種防災対策の強化がさらに重要となってきます。

また、火災等から市民を守るためには、消防体制の整備と防火

意識の啓発とともに、超高齢社会に対応するための救急体制の

強化が重要です。

生活に身近な安全安心については、近年、高齢者が関わる消費

者トラブルや交通事故が多いことから、今後も関係機関が連携し

て効果的な啓発活動を行い、地域ぐるみで犯罪に対する抑止力

を高める仕組みづくりや交通安全への対策が求められています。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「住みよいまち」

防災、安全安心に関する政策政策８
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①園芸の推進による複合経
営への転換と農作業の省力
化

① スマート農業等新たな時代に対応した農業を推進する

• 水田園芸の拡大や果樹の栽培拡大による新たな産地化など、稲作と園芸の複
合経営推進を図ります。

• スマート農業の導入の支援や、ほ場の大区画化などの基盤整備により農作業

の省力化を進めます。
• 研修や農業インターンシップなどの受入体制を整備し、就農意欲のある若者な
どが参入しやすい就農の体制作りを進めます。

② ブランド化や販路開拓等新たな可能性にチャレンジする

②福井の農林水産物や食の
ブランド力向上、情報発信、
販路拡大・開拓

• 販売イベントやＰＲ、整備支援などを進め、直売所等の販売を拡大し、地産地消
を推進します。

• 市内産農林水産物や福井の食のブランド力向上、大都市圏やアジア諸国への

効果的な情報発信を行い、販路拡大を進めます。
• オリーブなどの新たな産地化やブランド化を図るとともに、ＥＣサイトなどを活用
した農林水産物等のマーケティングを実施し、販路開拓を進めます。

③ 稼げる林業と水産業を推進する

③森林の適正な管理と木材
利用推進、収益性の高い水
産業の推進

• 森林環境譲与税を活用し、管理されていない森林の整備や木材利用による普及
啓発を強力に推し進めます。

• ICT等の活用による生産性の向上や情報共有による林業・木材産業事業者の

連携強化を進め、稼げる林業の構築を進めます。
• 水産資源を維持するため、つくり育てる漁業への取組を支援するとともに、ＩＣＴ
等を活用した「スマート水産業」を推進します。

• 就業希望者へのサポート、就業環境の改善等により、次の世代を担う多様な形
態の人材育成確保に取り組みます。

④ 農地・農村の環境を守り活性化を図る

④農地・農村の環境保全、中
山間地域の営農継続、鳥獣
被害の軽減

• 多面的機能支払活動組織の広域化を支援します。
• 中山間地域において、集落活性化への支援などを進め、自然や食などの地域
資源を活用したコミュニティビジネス等の魅力あるビジネスの構築を図ります。

• 越前水仙の産地活性化や品質向上対策を進め、ブランドの維持・出荷量の増
加を図ります。

• 有害鳥獣の捕獲にICTを活用するなど獣害対策の効率化を図り、農業・生活被

害の低減を図ります。

未来を切り拓く農林水産業のまちをつくる
●農林水産物のブランド力向上、新たなマーケティングや販路の開拓を進め、農林水産業の振興を図ります。
●農山漁村の環境を守り、持続的な農林水産業の発展につなげます。

安全・安心な食の提供や、自然環境の保全、水資源の涵養な

ど、農林水産業の果たす役割は大変重要です。しかし、米価等の

低迷や漁獲量の減少、従事者の高齢化による担い手不足など、

農林水産業を取り巻く環境は依然として厳しい状況となっていま

す。

特に耕作条件が不利な中山間地域においては、耕作放棄地

の増加が懸念され、有害鳥獣による農作物への被害も深刻な状

況です。

本市では、これらの状況をふまえ、就業者の育成、経営の安定

化や所得の向上、農山漁村の環境保全などの取組を進めていま

す。

また、北陸新幹線福井開業という好機を逸することなく、本市

の農林水産物や福井の食をPRし、ブランド力の向上や販路拡大

を進める必要があります。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅲ「活き活きと働くまち」

農林水産業に関する政策政策９
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①企業の稼ぐ力の向上に向
けた事業活動への支援と雇
用の創出

① 地域の商工業を振興する

• デジタル技術やオープンイノベーションなどによる新技術、新商品の開発や販路

開拓への支援により、企業の「稼ぐ力」の向上を促進します。

• 繊維をはじめとしたものづくり産業の高い技術を、市内外の若者へ発信すること

により、担い手の確保につなげます。

• 産業の発展や雇用機会の拡大を図るため、ＩＣＴなどの成長産業の誘致や、市

内企業の事業拡大に対応した企業立地を推進します。

• 地元の新鮮な食材や伝統技術などの様々な地域資源を活用した魅力ある商品

を創出するとともに、各種団体と連携し、地域に根差した商業・サービスの発展

に努めます。

② 創業の促進と事業承継の円滑化を支援する
②若者の夢の実現に向けた
創業支援と、企業の技術やノ
ウハウを次世代に引き継ぐ
ための事業承継の円滑化の
促進

• 若者等の夢を応援するため、熱意ある創業を支援するとともに、創業した後も早

期に経営が安定するよう創業者をバックアップします。

• 中小企業が待つ貴重な技術やノウハウを次世代に引き継ぐため、事業承継の

支援体制の充実を図り、担い手の確保に取り組みます。

③ 地元で働く魅力を発信する

③Uターン就職の推進と、地
元学生の地元就職への意識
の醸成

• 県やハローワークといった関係機関との連携を強固にするとともに、市内企業で

働く魅力や優れた技術などを、直接、見て触れて知ってもらうことにより、ＵＩター

ン就職のさらなる促進を図ります。

• 未来を担う若者に対し、福井の企業の持つ優れた技術や先進的な取組などを

伝えることで、市内企業で働く意識を高め、地元就職や将来のＵターン就職に

つなげます。

④ 多様な人々が活躍できる雇用環境を推進する

④一人ひとりの状況に応じ
た柔軟な労働環境や働きが
いのある職場環境の整備

• 働き手の希望やライフステージに応じて、活き活きと働きつづけることができる

職場環境を整備します。

• 多様な人材の能力を活用しながら、安定した労働力を確保するため、副業やテ

レワークなどの新たな働き方に関する理解を促進し、一人ひとりの状況に応じた

働きやすい魅力的な環境づくりへの取組を支援します。

新たなチャレンジを後押しし、
活力と魅力あふれる商工業が発展しつづけるまちをつくる

●ものづくり技術の高度化や魅力ある産業の育成、創業支援の推進により地域経済を活性化します。
●若者のＵⅠターン就職や地元就職を促進するとともに、 誰もが意欲や能力をいかして活躍できる
就業機会を確保します。

本市には、繊維産業をはじめ高い技術を持つものづくり産業が

集積しています。

これらのものづくり技術の高度化や担い手の確保に向けて、新

製品の開発など新たなチャレンジへの支援や事業承継の促進に

取り組むことが重要です。

また、地域経済を牽引する中核企業の育成や産業の発展につ

ながる企業立地、若者の夢を応援する創業支援を推進する必要

があります。

一方で、人口減少や若年層の首都圏への流出により、労働力

不足が懸念されます。このため、若年層の地元企業への就職を

促進するとともに、多様な人材の能力等を活用しながら、安定し

た労働力を確保する必要があります。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅲ「活き活きと働くまち」

商工業に関する政策政策10
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福井の魅力「福いいネ！」を実感できる、
おもてなしの心があふれる観光のまちをつくる

北陸新幹線福井開業や中部縦貫自動車道全線開通、大阪・

関西万博の開催を控え、本市では観光誘客など交流人口の拡

大を図る絶好の機会を迎えています。

一方で、福井の全国的な認知度は依然として低く、北陸新幹線

の出発地である首都圏において認知度向上やイメージアップの

強化を図り、新幹線開業効果を最大限に高める必要があります。

訪日外国人数は、2013年（平成25年）には1千万人、２０１８

年（平成30年）には3千万人を超えていますが、本県の訪日外国

人旅行者は全国最下位レベルであり、また誘客・受入環境ともに

充分とは言えません。

連携中枢都市圏を構成する市町や県、民間等と連携し、新幹

線開業後を見据えて、観光によるまちづくりを推進することで、交

流人口・関係人口の拡大、地域経済のさらなる活性化に繋げて

いく必要があります。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅲ「活き活きと働くまち」

観光に関する政策政策1１

12

●観光資源をさらに磨き上げ、市民が福井に誇りと愛着を持っておもてなしする観光のまちづくりを推進します。

●ふくい嶺北連携中枢都市圏の構成自治体とも連携し、広域観光やインバウンド観光を推進するとともに、体験・交流プロ

グラムなど観光メニューの充実に取り組みます。

●本市の認知度向上やイメージアップを図り、北陸新幹線開業効果を最大限に高めます。

① 観光資源を磨き上げる

• 「一乗谷朝倉氏遺跡」では、戦国城下町の魅力を未来につないでいけるよう、

令和４年開館の県立博物館とも連携し、案内ツールや体験プログラムの充実等

に取り組みます。

• 「まちなか」では、ふくい桜まつりなど誘客イベントの開催やライトアップによる夜

間景観の創出など、観光消費拡大につながる取組を進めるほか、名勝養浩館

庭園や福井城址等の歴史遺産を活かし、周遊性の向上に取り組みます。

• 「越前海岸」では、雄大な「自然」と豊かな「食」を活かした五感に響く体験・交

流型観光を推進します。

• 石がたり文化といったテーマで日本遺産の認定を受けた一乗谷朝倉氏遺跡、

名勝養浩館庭園及び白山平泉寺をはじめとする「ふくい嶺北連携中枢都市圏

域」に所在する多様な観光資源をつなげ、広域観光圏としての魅力の向上に取

り組みます。

①自然や歴史文化など地域
資源を活かした体験型、交
流型観光や滞在時間の延長
につながる広域観光の推進

③ おもてなしの充実を図る

• 観光客を「つるつるいっぱいのおもてなし」の心で温かく迎える「観光おもてなし

市民運動」をオール福井で推進します。

• 福井の魅力をしっかりと伝えることができる観光ガイドや、インバウンドに対応で

きる通訳ボランティア等を育成します。

• 北陸新幹線福井駅における観光案内機能を強化するとともに、キャッシュレスや

インターネット環境の整備を促進します。さらに、感染症という新しいリスクに対

応するため、感染症予防策の徹底やインターネットの活用など、安心して快適に

旅行を楽しめる取組を進めます。

③市民、事業所、団体等が
一体となったオール福井によ
るおもてなしの実現や観光
客が快適に旅行できる環境
づくり

② 誘客プロモーションを強化する

• 本市のプロモーションの旗印である「福いいネ！」を活用し、官民一体となったプ

ロモーションを展開することで、本市の認知度向上、イメージアップにつなげます。

• 北陸新幹線や中部縦貫自動車道の沿線地域に対する情報発信について、県や

「ふくい嶺北連携中枢都市圏」の構成自治体とも連携し、一体的かつ集中的に

展開することで、観光地として認知度向上につなげます。

• 若い世代や外国人の観光客に訴求力のあるSNSなど、インターネットを積極的

に活用し、ターゲットに応じた効果的な情報発信を行います。

②高速交通網の整備に合せ
たプロモーションの強化や
ターゲットに応じた効果的な
情報発信



①多様な文化芸術活動の振
興

① 市民の心を豊かに育む文化芸術を振興する

• 誰もが気軽に文化芸術に触れ、創作活動等に参加できる環境を整備するととも

に、市民や各種団体の活動を支援します。

• 文化芸術を未来に継承するため、活動を支える人材育成への支援や活動の場

の充実を図ります。

③ 自然科学教育で子どもの夢を育てる

③子どもが郷土の自然や最
先端の科学技術に触れる機
会の充実

• 足羽山をはじめとする郷土の自然について、誰もが楽しみながら学べる環境の

充実を図るとともに、子どもたちの興味・関心が高まる取組みを推進します。

• 県や大学、JAXAなど、関係機関との連携の強化を図ります。また、自然史博物

館分館において、県民衛星プロジェクトから提供されるデータ利活用や最先端

技術などを紹介することにより、子どもたちの夢や創造性を育むための学びの

場を提供します。

② 歴史や文化遺産を保存・継承し活用する

②歴史や文化財に対する市
民の理解と意識の向上、貴
重な文化遺産の未来への継
承

• 一乗谷朝倉氏遺跡、名勝養浩館庭園や重要文化財大安寺、福井城址等の日

本遺産や越前海岸の文化的景観などの魅力向上、普及啓発を進め、未来に誇

れる福井の豊かな歴史や文化への理解を深めます。

• 郷土の歴史や文化財に関する資料を適切に保存・管理し、未来に継承します。

• 福井固有の歴史・文化を発信し、市民自らが福井の魅力をアピールできるよう

意識の醸成を図ります。

文化や歴史、自然を、郷土の誇りとして未来につなぎ、
個性豊かな魅力あるまちをつくる

●市民が優れた文化芸術に触れる機会を創出するとともに、文化芸術活動を支える人材育成の支援
と環境整備に努めます。
●郷土の文化財や伝統文化を大切に保存し、豊かな歴史や文化、自然を将来に残すとともに、福井の
誇りとして継承していきます。

人々の価値観やライフスタイルの多様化が進むとともに、心の

豊かさが求められる中、文化芸術活動の果たす役割はますます

大きくなっています。

このような状況をふまえ、市民が気軽に文化芸術に触れ活動

に参加できるよう、人材育成や環境整備を図る必要があります。

また、地域の活力やまちの個性が強く求められる中、郷土の歴

史や文化に対する市民の理解を深め、歴史的価値が高い文化

遺産や伝統行事を福井の誇りとして継承していく必要があります。

少子高齢化や若年層の都市部への流出が進み、地域の文化や

歴史、自然を守る人材が不足するなど、文化財を取り巻く環境は

全国的に厳しさを増しています。このような中、文化財の保存はも

とより、活用を推進するため地域と連携した総合的・計画的な体

制づくりが求められています。

本市の産業や日本の科学技術を支える人材を育成するため、

身近な郷土の自然や最先端の科学技術の学習を通して、子ども

の自然科学に対する興味を育てることが求められています。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅳ「学び成長するまち」

文化、歴史、自然に関する政策政策1２
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①社会の変化に対応できる
児童生徒の育成

① 子どもの生きる力を伸ばす学校教育を充実する

• 児童生徒の英語によるコミュニケーション能力を高めます。

• キャリア教育を充実します。

• ICTを利用した学習やプログラミング教育を通し、ロボットやAIを活用する新し

い社会（Society5.0）で活躍できる力を育成します。

• 児童生徒が抱える学校生活上の様々な問題に対応するため、支援員を学校に

配置します。

• 不登校やいじめなどの問題の解消を図ります。

• 家庭、地域、学校と一体となって、子どもたちの「生きる力」や豊かな感性を育成

します。

③ 子どもの安全を守り、健全な育成を図る

③子どもの安全確保と健全
育成

• 通学路の安全を図るため、関係機関と連携して危険箇所の改善に取り組みます。

• インターネットの適正利用にかかる啓発活動を推進し、生活習慣の乱れや犯罪

被害の防止に努めます。

• 家庭、地域及び関係団体が連携して、青少年交流や郷土学習、見守り活動など

に取り組み、未来を担う子どもたちの健やかな成長を目指します。

② 子どもの健康増進を図る

②児童生徒の体力向上と健
康の保持増進、安全でおい
しい給食の提供

• 児童生徒の体力の維持向上と健康の保持増進に努めます。

• 新たな学校給食センターを稼働し、安全・安心でおいしい学校給食を提供します。

④ 学びの場としての学校環境を整備する

④学びの視点による学校規
模の適正化の推進、充実し
た学校環境の整備

• 多様化する教育ニーズに対応できる学校環境整備や施設の計画的な老朽化

対策、維持管理を進めます。

• ICT環境の整備を進め、ＩＣＴを活用した教育を推進します。

• 学校規模の適正化に向けた協議を進めていきます。

健やかで自立心をもって未来を切り拓く子どもを
育むまちをつくる

●家庭や地域をはじめ、企業や団体と連携し、質の高い学校教育や学習体験を行い心身ともに健康な
子どもを育てます。
●安全で充実した学習活動が行えるように学校環境を整備します。

少子高齢化の進行、グローバル化の進展や技術革新など、社

会情勢がめまぐるしく変化する中、子どもたちがそれぞれの夢の

実現に向け、個性と能力を発揮して力強く生きていくための教育

が求められています。

本市では、学力体力全国トップクラスの教育環境のさらなる充

実を図るため、ALT（外国語指導助手）の配置などによるグロー

バル人材の育成、ICTの活用などによる情報教育や、キャリア教

育を推進しています。

また、児童生徒が抱える学校生活上の様々な問題に対応する

ため、支援員を配置しています。

学校給食では、安全でおいしい給食であることに加え、児童生

徒が持つ多様な食物アレルギーに対応した給食の提供が求めら

れています。

また、学校の内外において、子どもたちへの事故等を避けるた

めには、危険箇所の改善等による安全な教育環境の整備が重要

です。

今後多くの地域で人口減少・少子化が進行する中、子どもの

学びの視点での学校規模適正化を基本としつつ、学校が地域の

活動や活力に果たす役割を踏まえた対応が求められています。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅳ「学び成長するまち」

学校教育に関する政策政策1３
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①市民が集い活動する場の
創出、郷土学習の充実

① 市民の生涯学習を支援する

• 市民の自主的な学習や多様な活動の拠点となる公民館のさらなる充実を図り

ます。

• 公民館において、多様な学習機会や気軽に集える場を提供することで地域住民

の交流を促進するとともに、「新たな日常」の実現に向け支援を行います。

• 福井の歴史や文化を学び体験する機会を、幅広い世代に対して提供することで、

地域への愛着を醸成します。

• 図書館において、本を読む・借りるだけでなく、市民が集い、学習し、交流できる

環境づくりを進めます。

② 市民の生涯スポーツを支援する

②それぞれのライフステージ
に応じてスポーツに親しみ、
楽しむことができる環境の整
備

• スポーツの持つ可能性を最大限に活かして、スポーツイベントの開催やスポー

ツ大会などの誘致を進めることで、スポーツを活かしたまちづくりを推進します。

• 県や周辺市町、民間事業者などと連携し、オール福井で大規模なスポーツイベ

ントに取組み、スポーツを通じた交流人口の拡大を図ります。

• スポーツ施設の有効な利用を図るため、利用者のニーズに応じた環境を整備し

ます。

市民が生涯にわたり、
学習やスポーツに親しめるまちをつくる

●地域の人が気軽に集まることができる場の充実を図り、子どもから高齢者まで誰もが学習やスポーツに
取り組み、生きがいを持って暮らすことのできる環境を整備します。

人口減少の進行や感染症の感染拡大に伴い、地域コミュニ

ティの重要性が再認識されている中で、地域の中核施設であり、

災害時の活動拠点の役割も兼ね備えた、公民館への期待が高

まっています。

本市の公民館は全国的にも高い評価を得ており、郷土学習に

ついても、すべての公民館で積極的に実施されています。

図書館は、知識の宝庫として多くの市民に利用されていますが、

老朽化が進行していることから、安全で快適な利用環境を提供

するため早急な対策が必要となっています。

福井国体・障スポを契機として、市民のスポーツに対する関心

は高まっています。また、「する」スポーツだけではなく、「見る」「さ

さえる」など、スポーツへの関わり方も多様化しています。

近年のスポーツ施設については、競技大会だけではなく、大規

模な会議やイベント等が開催され、既存の枠組にとらわれない利

用方法によるニーズが高まっています。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅳ「学び成長するまち」

生涯学習、生涯スポーツに関する政策政策1４
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